
　市北部の黒川で毎年作られるしめ縄。妙見山の麓にある白瀧稲荷神社の社殿に飾られます。
作られるのは長さや太さが異なる 29本で、長いものは約６㍍。均一の太さで力強く編み込んで
いくには技術と経験が必要です。人口が減り、しめ縄作りの担い手が少なくなっている中でも、
黒川の住民らの間で代々受け継がれ、伝統が守られています。

受
け
継
が
れ
る
技
と
伝
統

※新型コロナウイルス感染症の影響で、行事を中止・延期する場合があります。事前に市ホームページなどを確認してください。
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